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ワーキ ンググルー プ制導入 による

リンクナースの意識 の向上

大重 育美

The introduction of working groups changes the motivation of link-nurses

Narumi Oshige

要 旨

リンクナ ース は感染 管理 の ため に各部 署 と感染 管理 チ ー ム(Infection control team; ICT)を 仲

介 す る役 割 の看 護 師で あ る.リ ンクナ ースの活 性 化 の ため に感染 管理 に関す る4っ の ワー キ ング グ

ル ープ を作成 し,ICTの 仕 事 の一 部 を主体 的 に リ ンクナー スが行 うよ うに変 更 した.こ の ワ ーキ ン

ググル ープ導 入前 後 での リンクナ ース の感染 管理 に対 す る意 識 調査 を行 った.

リ ンク ナー ス にな る前 に感染 管理 に興味 が あ った者 は11人 中6人 で あ ったが,リ ンクナ ー スに な

る ことで感 染 に対 す る意識 変化 が あ った と殆 どの リンクナ ース か ら解 答 が あ った.ま た ワーキ ング

グル ープ導 入 は リンクナ ー スに仕 事現 場 での 負担 増 を与 えて い る ものの,そ の有 効性 に高 い評価 を

下 して い る結果 が得 られ た.さ らに,ワ ー キ ング グル ープ導 入 に よ る具体 的 な実 践活 動後 で は,11

人 中10人 の リンクナ ース で更 な る意 識 の変 化 が あ った こ とか ら,リ ンクナ ース に な るだ けで は役 割

認識 が不 充分 で あ った こ とを証 明す る結 果 が今回 の調 査 で得 られ た.
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院 内感 染 対 策 は 病 院 業 務 の重 要 な仕 事 の 一 つ で あ る.

当 院 で も院 内 感 染 対 策 委 員 会 が 設 置 さ れ,そ の感 染 管

理活 動 を能 率 よ く行 うた め に感 染 管理 チ ー ム(Infection

control team; ICT)1)2)が 平 成8年 よ り設 置 さ れ た.

しか し,ICTに お け る決 定 事 項 の伝 達 が 一 方 向 的 に な

りが ち で,病 棟 で の 意 見 な ど がICTに 届 き に くい と

い う問題 点 が あ っ た こ とか ら,平 成14年 よ り各 部 署 に

リ ン クナ ー ス3)を 配 置 し,臨 床 の現 場 か らの意 見 収 集

を図 り,さ らに現 場 に お け る感 染 管 理 の 責 任 者 と して

位 置 づ け た.し か し リ ン クナ ー ス を設 置 す る だ け で は

一 般 に リ ンク ナ ー ス の意 識 ・活 動 が十 分 で な く,臨 床

現 場 か らICTに も た ら さ れ る情 報 は少 な く,リ ン ク

ナ ー ス 同 士 の連 携 も希 薄 で あ っ た.こ れ を解 消 す る 目

的 で平 成15年 よ り リ ンク ナ ー スが 自主 的 に感 染 管 理 活

動 を行 う よ うに,感 染 管 理 に 関 す る4つ の ワ ー キ ン グ

グ ル ー プ に所 属 さ せ た.こ の ワ ー キ ン グ グル ー プ制 導

入 に よ る効 果 を確 認 す る た め に,リ ン クナ ー ス に感 染

管 理 に 関 す る意 識 調 査 を ワー キ ング グ ル ー プ の導 入 前

後 で行 っ た.調 査 結 果 か ら ワ ーキ ング グル ー プ制 導 入

の効 果 の 検 証 を試 み た.

1.　方 法

リン ク ナ ー ス 全 員11名(病 棟8名,透 析 室1名,外

来1名,手 術 室1名)に 対 して 最 初 に リン ク ナ ー ス に

な る前 後 で の感 染 管 理 に対 す る興 味 お よ び 意 識 変 化 の

調 査 を 行 っ た.そ の 後 リ ン クナ ー ス を4つ の ワ ー キ ン

グ グル ー プ(表1)に 所 属 させ 目 標 設 定 を 行 い,1年

間 の リ ンク ナ ー ス と して の活 動 前 後 で感 染 管 理 ・認 識

に対 して 同 じ質 問 に よ る調 査 を 行 っ た.さ らに,リ ン

ク ナ ー ス活 動 内容 お よ び ワー キ ング グ ル ー プ制 につい

て の調 査 を行 い,ワ ー キ ン グ グル ー プ制 の 有 効 性 を 検

討 した.
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表1　 ワ ー キ ン グ グ ル ー プの 活 動 内 容

2.　結 果

(1)　リンクナースと しての感染に対する認識

リンクナースになる前には約半数の者 しか感染管理

に対 して興味を抱いていなかった.し か し,リ ンクナー

スになったことでワーキンググループ活動を行 う前の

時点でも,多 くの者 に感染管理 に対す る認識の変化が

あることが確認された(表2).

表2　 リンクナースになる前後での反応
(平成14年,ワ ーキンググループ制導入前)

(n=11)

(2)　リンクナースへの質問

ワーキ ンググループ制導入前後で調査では,ワ ーキ

ンググループ制を負担 に感 じる活動 とした点以外では,

役割認識への理解,精 神的負担,負 担に感 じる活動に

はほとんど変化がみられなか った.ICT委 員会への期

待項目で勉強会 ・研修会の増加やサーベイランスのサ

ポー トを望む者が増加 して積極的な姿勢がやや向上 し

ている結果が得 られた(表3).

(3)　ワーキンググループ制について

ワーキンググループ制の仕事に負担を感 じる者が多

か ったが(表3),ワ ーキ ンググル―プ制の協力体制

は良好であり,そ の活動そのものに対する有効性に高

い評価を下 していた(表4) .さ らにワーキンググルー

プ活動で感染管理に対する認識に変化があった者がほ

とんどであった(表4).

表3　 リン ク ナー スへ の 質 問
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表4　 ワー キ ン グ グ ル ー プ につ いて(平 成15年,

ワ ー キ ング グ ル ー プ制 導 入 後)

(n=11)

3.　考 察

感染管理上,病 院内に感染対策委員会の設置が義務

づ けられている.そ の感染対策委員会の機構の中で,

病院内の感染症発生状況を的確に把握 し,感 染対策上

のさまざまな方策を立案 し,実 行するよう指導的立場

にあ るのが感染管理 チーム(ICT)で ある1)2).ICT

は感染対策委員会と臨床の現場 との仲介的立場 にたっ

が,実 際はICTが 対策を立案 し,現 場に指導 を行 っ

ていく場面が多 い.感 染対策立案上,現 場か らの意見,

情報は不可欠なものであるが,当 院で平成8年 より行っ

て きたICT活 動はICTか ら現場への一方向的な情報

伝達 に終始 し,現 場か らICTへ の情報伝達は少な く

不充分 と思われた.こ のため,平 成14年 より各病棟,

透析室,外 来,手 術室 に リンクナース3)を 配置 し,

ICTと 現場を リンクす る役割を目的とした.そ の結果,

MRSAア ウ トブレイクでのICT介 入時において リン

クナースより大きな協力が得 られた4).し か し,表1

に示すように リンクナースになって感染管理の認識に

変化があっても,実 際にはリンクナースか ら 「自分は

何をすべきかわからない,感 染管理に興味が持てない」

などの意見があった.ま た,期 待 した現場か らICT

への情報 も以前 と変わらず多 くが得 られない状況があ

り,リ ンクナース同士の横の情報交換は希薄で具体的

な成果に乏 しかった.こ のため,リ ンクナース活動を

活性化 しリンクナース各自に感染管理に対する自覚を

高める目的で平成15年 よりワーキンググループ制度を

導入 し,各 ワーキ ンググループにはICT委 員がオブ

ザーバーとして関わるようにした.

導入 した4つ のワーキンググループの具体的な詳述

は省 くが,一 例 として院内巡回グループに関して記述

す る.院 内巡回グループは毎月1回2部 署ずつの巡回

をすることにより,そ れ以前の約半年に1回 の巡回で

病院全部署の内半分程度 しか巡回できなか った時5)と

比較 し巡回の能率が向上 した.そ の結果,各 部署 にお

ける目標達成度が同一年度内に複数回巡回す ることで

比較可能となり,よ り的確な感染対策上の指導を行う

ことが可能 となった.ま た,月 間別にみると巡回開始

当初の部署よりも後半になるにつれ達成率が上昇 して

いる傾向があった.こ れは,毎 月のICT委 員会で,

巡回した部署の結果報告を受け,リ ンクナースやスタッ

フが感染管理上の問題点を理解 し,各 自の部署で改善

に努めた結果 と思われた.ま た,手 術室など特殊部署

を巡回 したことは,「 清潔区域」での業務の実態を把

握する上で有用であった.一 律に既定のチェックリス

トで対応できない部署には,チ ェックリス トの再考が

必要であることもわかった.

残 りの3つ のグループを含め,全 てのワーキンググ

ループで具体的成果をあげることにより,リ ンクナー

スが責務を自覚 してスタッフに働 きかける効果が認め

られたので,当 初の目的であった リンクナース活動の

活性化につい てアンケー トか ら検証を行 った.表3で

示すようにワーキンググループ制の負担が増加 してい

るという結果を得たが,リ ンクナースとしての自覚,

精神的負担にはほとんど変化がなかった.ICTに 期待

する中で勉強会 ・研修会の実施,サ ーベイランスをサ

ポー トする意見の増加は,リ ンクナースの意欲の増加

の現れと捉えられた.し か し感染対策の現場でのコン

サルテーションを希望するものが殆 どであったことは,

ICTと しての責務の大 きさを自覚するとともに,リ ン

クナースへの教育方法につい て も再検討の機会 となっ

た.理 想的な事例では リンクナースは感染研修を受講

して知識を備えてか ら資格 を得て6),そ の上で リンク

ナースとして各職場での感染管理実践者として良い効

果を出している7).し か し当院の場合は リンクナース

としての活動開始前研修 はな く活動 しな くてはな らな

い状況 と,1年 間で約4割 が交替することか ら経験年

数 と知識 レベルが一定ではない.リ ンクナースになる

以前か らのスタッフ教育 も含めてICTが 専門的な研

修計画を行い,ま ず興味か ら知識習得 に変化するよう

な教育的戦略8)が必要である.そ のために当院ではワー

キ ンググループ制を導入することになった.

ワーキンググループ導入前の状況を良 く反映 した結

果が,表2で リンクナースになって感染管理に対する

認識が11人 中9人 変化 したと答えていたにもかかわ ら

ず,表4の ワーキ ンググループ制活動で感染管理に対

する認識において11人 中10人 が変化 したと答えた点に

あった.こ のことは,リ ンクナースになって得 られた

認識の変化は実は不充分なものであって,ワ ーキ ング

グループ活動を通 じて更に向上 した結果 と考えられた.

一回だけの意識調査は基準が曖昧になりがちなことか

ら評価が困難なことが多い.し か し,今 回のように同

一の質問をワーキ ンググループ制導入前後で行い,そ

の回答を実際の行動結果 と照 らし合わせて評価するこ

とで リンクナースの意識変化をある程度具体的に評価

す ることが可能 になった.
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欧米 で は,ワ ー キ ン グ グル ー プ制 へ の 参 画 で リ ンク

ナ ー スを感 染 管 理看 護 師(Infection Control Nurse)9)

等 の ス ペ シ ャ リス トと信 頼 関 係 を構 築 させ る こ とで リ

ンク ナ ー ス の意 欲 が 維 持 して い る報 告10)が あ る.こ れ

ら欧 米 で の 資 格 制 度 や 教 育 シス テ ム6)11)を 参 考 に しな

が ら 自施 設 に 応 じた シス テ ム を展 開 して い く必 要 が あ

る.今 後 も ワ ー キ ン グ グル ー プ活 動 を 継 続 予 定 で あ る

が,次 回 は継 続 的 な活 動 を 続 け て い くべ き活 動(サ ー

ベ イ ラ ン ス ・院 内 巡 回 等),あ る程 度 目標 を 達 成 し他

の活 動 へ の シ フ トを考 慮 す べ き活 動(一 次 消 毒,標 準

予 防 策 啓 蒙 等)を 峻 別 し,適 切 な 人 材 を有 効 に 配 置 で

き る よ うICTと して考 慮 して い く こ とが 課 題 で あ る.

リン ク ナ ー ス の 有 効 活 用 の た め に は所 属 長 及 び 病 院 側

の理 解 と協 力 は不 可 欠 で あ る こ と3)を 意 識 して,そ の

働 き か け をICTが 担 う必 要 が あ る.さ ら に,リ ンク

ナ ー ス を対 象 と して ア ン ケ ー ト調 査 を 継 続 し,リ ンク

ナ ー ス の意 識 の 変 化 や ワ ー キ ン グ グル ー プ制 の 影 響 な

ど を 確 認 して,当 院 で も リ ンク ナ ー スが 感 染 管 理 の役

割 モ デ ル3)7)と して 活 躍 で き る よ う に支 援 して い き

た い.

結 語

リ ンク ナ ー ス活 動 活 性 化 の た め の ワ ー キ ン グ グ ル ー

プ制 導 入 前 後 で リンク ナ ー スの意 識 調 査 を行 った.ワ ー

キ ング グ ル ー プ制 導 入 は リ ン クナ ー ス の現 場 で の実 際

の 負 担 を増 加 させ て い たが,リ ン ク ナ ー ス活 動 を活 性

化 す る上 で 有 用 で あ り,リ ン クナ ー ス の精 神 的 負 担 増

に はっ な が らず 評 価 も高 か った.ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

の 活 動 に応 じた実 際 的 な成 果 が 得 られ た結 果 を 反 映 す

る形 で,リ ンク ナ ー ス と して の 自覚 が 高 ま り,リ ン ク

ナ ー ス 同士 の 連 携 も強 ま った こ とが ア ンケ ー ト結 果 か

ら明 らか に な っ た.
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ABSTRACT

The introduction of working groups changes the motivation of link-nurses

Narumi Oshige

Sasebo Kyosai Hospital Infection control team

The infection control link-nurses act as a link between their own work-place and the infection control team
in the hospital. To motivate the infection control link-nurses in our hospital, we had introduced four working
groups. After belong to the one of four working groups, the link-nurses worked the part of the infection
control work that the infection control team had been done. We have done an awareness survey regarding
the role of link-nurse before and one year after the introduction of working group system.
Although only 6 out of 11 link-nurses had the concern for an infection control before becoming the infection
control link-nurses, the majority of the link-nurses replied the change of consciousness for the infection control.
Regarding the working groups, the link-nurses gave the good evaluation in spite of additional burdens in the
work-place. In addition, 10 out of 11 link-nurses replied an additional change of consciousness for infection
control after the practical works of infection control by the introduction of working groups. Thus, we confirmed
the proof of an insufficient awareness of link-nurses just become a link-nurse in this study.
Keywords: infection control team (ICT), link-nurse, working group
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